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シーズの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本研究で開発中の直流磁界型高感度非接触温度センサは，感温

フェライトを測温素子とし，その磁気特性の温度による変化を磁

気抵抗素子や磁気インピーダンス素子により読み出すセンサで

あり，サーミスタや熱電対等に代表される「接触式温度センサ」

と，赤外線を関知する焦電型温度センサ等に代表される「非接触

式センサ」の両方の特徴を有する． 

 すなわち，測温部分と物理量（熱）-電気信号変換部とを非接

触で構成することが可能であることから，試料と直接接触するこ

とで測定対象の温度を正確に測定することが可能であるという

「接触式温度センサ」のメリットと，測温部分に通電しないこと

からリード線が不要であること，また本センサは直流磁界で駆動

するため事実上自己加熱が無視できること等の「非接触式セン

サ」のメリットを同時に実現できる． 

 本研究で開発するセンサは，自己加熱が無視できることから，

微小温度計測に最適であり，また，測温素子であるフェライトは

物理的，化学的に非常に安定であり長期の連続使用が可能である

こと等から，密閉容器内の精密温度制御システム等への応用もで

き，バイオ分野等にも有用な技術となることが期待できる． 
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